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 会長：大塚 真一  幹事：宮本 朗  

202４～202５年度 国際ロータリーテーマ 

『ロータリーのマジック』 RI 会長 ステファニーA・アーチック 

202４～202５年度 大村ロータリークラブテーマ 

思いやりの精神（こころ）でロータリーを楽しみ、ロータリーの仲間の輪を広げよう 

本日は国際ロータリー第 2740 地区第 7 グループ 2024 年度~2025 年

度麻生ガバナー補佐来訪いただきありがとうございます。また、大村

北ロータリークラブ 長津会長 千葉幹事、大村東ロータリークラ

ブ井手会長 角谷幹事合わせて来訪いただきありがとうございます。

1 年間どうぞよろしくお願いします。 

夏の風物詩、風の鈴と書いて風鈴 風鈴は、古代中国から日本に伝わってきたと言われています。

最初は厄を払うための魔除けとして使われていましたが、次第に美しい音色を、楽しむための装

飾品とし進化したようです。今日のように音で涼を楽しむようになったのは近世なってからのよ

うです。蒸し暑い気候の中、風鈴の音を聞くと「風」を想起され、条件反射で涼しく感じ、リラ

ックス効果も期待できるでしょう、風鈴は日本の夏の風物詩として、花火大会や夏祭りなどのイ

ベントでもよく見かけられます。現在は風鈴をつるす家は少なくなりましたが、高温多湿という

日本の風土が生み出した文化を大切にしていきたいものですが、最近の暑さは過酷な暑さとなっ

ています。夕涼みをするとかではなく家を締め切ってクーラーを 24 時間つけっぱなしという家

庭も多く見かけられます。 

私の子供のころは縁側で冷たい冷えたスイカをたくさん切って姉弟でケンカしながらお盆にの

ったスイカを取り合いしたような記憶もありますが、今はスイカを食べる機会も少なくなってき

ているように思います。季節を感じる果物もどうかすると 1 年通してスーパーでは、当たり前に

ように並べてあり、なんだか食べ物からは季節も判断がつかないようになってきているのが現状

のようです。 

以前は、お盆を過ぎる頃は涼しかった時代ももうすでになくなってしまいました。今はお盆過ぎ

ても暑くてたまりません、9 月くらいまで暑さがここ数年続くのは当たり前となっています。今

年も 4 月くらいから夏日、夏日と言っていましたので、厳しい暑さが続くものと覚悟しています。

季節の移り変わりもなくなってしまい、1 年通してこれからは暑くなってくるような気がしてき

ます。季節のわからない 1 年になりそうで夏の風物詩の風鈴も多くの家庭では見なくなり締め切

った家の中でスイカ食べるような風景もなく、冷えたクーラーの効いた部屋で、あったかいスー



プでもすすりながら何月かわからない状況が目に浮かんできます。 

もうかれこれ 30 年~40 年以前の話になりますが、毎年夏休みにはラジオ体操スタンプカードに

印鑑を押してもらうのが、楽しみで早起きして、ラジオ体操に毎朝参加していました。そしても

う一つの楽しみが郡川に毎年ウナギが上ってくるので、モドラスを仕掛けてウナギ取りを楽しん

でいたのを思い出します。この遊びは私の父から唯一教わった遊びでした。仕事と消防団活動で

毎晩団員を連れてきては大騒ぎしていた父、遊びにもほとんど連れて行ってはくれなかった父で

したが、このウナギ取りの仕方を教わったのはとてもいい思い出となっています。前日の夕方に

川草とミミズを取ってモドラスに忍ばせて、川の流れのウナギが通っていきそうなところにウナ

ギ取りの仕掛け、モドラスを川底につけて浮いてこないように石を載せて止めて仕掛けていきま

す４~5 本くらい仕掛けて、翌日のラジオ体操に行く前にそのモドラスを引き上げると 2~3 本に

1 匹から 2 匹罠にかかっていました。 

これを家に持ち帰ると、祖母がさばいて七輪で焼いて、その日夜の食卓に上がって家族で、ウナ

ギ丼を食べて、格別にうまいと喜んでいたことを思い出します。皆さんも昔の子供のころを思い

出し夏の今頃どんなことをしていたか、思い出していただくと、今と昔の風景が思い浮かんで、

少し涼しい気分にもなってくるかもしれません、是非思い出してみてください。以前は携帯もな

く、電話は固定電話と公衆電話だけでした。現代はスマホ一人 1 台を持っているのは当たり前、

インターネットや SNS により、情報はあふれいつでもどこでも検索すればいろんな情報はすぐ

に手に入る時代になっています。 

今現在の生き方が、10 年後、20 年後同じように昔はこうだったと懐かしみながら、すごくよか

ったと胸を張って言えるよう、今を大事に生きていきたいものです。本日の会長の時間とさせて

いただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

【ロータリー財団委員会】 

委員長 生野 信一郎 君 

事業計画としましては以下の通りです。 

本年度事業計画 

月 1 回の軽食日設定による差額分をロータリー財団への寄付とする。 

ロータリー財団への年次寄付目標を一人平均 150＄とし推進する。 

米山記念奨学会への年次寄付目標を一人平均 16,000 円とし推進する。 

ポリオプラス基金への年次寄付目標を一人平均 30＄とし推進する。 

ニコニコボックス時の追加寄付（ニコニコプラス）を今年も実施する。 

米山奨学生を例会に招聘し卓話を依頼する。 

ポールハリスフェローの排出を推進する。 

新入会員入会時に、国際奉仕基金として既存会員より各 1,000 円の協力を依頼して事業積立金へ

積み立てる。 

新年度抱負発表③ 



ロータリー財団の活動を知る例会卓話を実施する。 

以上が本年度「ロータリー財団委員会」の方針です。 

１クラブではできない、クラブやロータリアンが連携や代表者、専門家に活動していただくよう

なこと、に財政面から支援するロータリー活動にとってなくてはならない貴重な財産です。 

皆様のご理解とご支援をいただけるよう活動してまいります。よろしくお願いいたします。 

 

 

【ロータリー財団 補助金委員会】 

委員長 西川 義文 君 

  私が委員長する補助金委員会には 3 つの小委員会が配置されており、3 小

委員会で委員会に与えられた活動を行っています。 

 

財団奨学・学友小委員会 

 ロ－タリ－財団の 7 つの重点項目に沿った奉仕活動のためにグロ－バル

補助金を使っての奨学生選考を行い 2024-25 年度にはポルトガルのリスボ

ン大学院へ高尾由香さん、イギリスのロンドン大学医学部修士課程へ清水

真澄さんが合格され、間もなく出発されます。 

 2024-25 年度よりグローバル補助金を 30,000 ドルから 40,000 ドルとし、財政支援の強化を図

ってます。 

 

 ② グロ－バル補助金・平和フェロ－小委員会 

 各クラブからのグロ－バル補助金の申請や承認された補助金事業の報告書送付という終結ま

でをＴＲＦの指導に基づき対応しています。 

 同様に地区補助金を使っての海外地区クラブとの国際奉仕への支援も行っています。 

 また、国際紛争の解決等の専門人として担う平和フェロ－の募集やフェロ－との交流に努める

ようしています。 

2023 年度よりのフィリピンのマカティ地区のロ－タリ－クラブを共同者として、佐世保北クラ

ブがグロ－バル補助金を申請して、近郊農村地区の農業経営近代化と所得向上をソ－ラ－発電シ

ステムにて、農水動の改善にチャレンジされます。 

 

③ 地区補助金小委員会 

 各クラブが行う地区補助金を使っての奉仕事業をＴＲＦへ申請し、完了を報告するまでの間の

支援や多様多種なクラブからの対応に協働にて、地区補助金を利用しての奉仕活動を地区委員会

として協力して行います。 

   

 皆様からの貴重な年次寄付や特定寄付を 2740地区で有効に使えるよう 3小委員会頑張ります。 

 ロ－タリ－財団への寄付は地元地域を含む世界中で困っている人々のために有効に使われる

よう、補助金委員会として精一杯務めます。 

 

 



 

【RYLA 委員会】 

委員長 太田 陽子 君 

本年度も引き続きＲＹＬＡ委員会の委員長を努めさせて頂きます。何

卒宜しくお願い致します。 

本年度のＲＹＬＡは、昨年度に引き続き、「単年度クラブ持ち回り方式」

ではなく、「地区委員会主導方式」での事業を開催いたします。その理由

の一つとして、近年のロータリークラブは、会員の減少や、高齢化といった問題を抱えている事

もあり、以前のような単年度制クラブ持ち回り方式での事業開催は困難を極めており、引き受け

てくれるクラブを探し、決定するまでに時間がかかり、事業開催時期が大幅にずれてしまうから

です。 

また、もう一つの大きな理由は、若者だけでなく、ロータリアンも学べる場が必要ではないかと

考えました。今の情報化社会で生きる若者たちは、昭和生まれの私たちとは価値観が全く違って

いて、彼らが目指すリーダー像と私たちが考えるリーダー像が明らかに違うことが、昨年の事業

から伺えました。ロータリアンと若者とで語り合い、お互いが心を開き、本音を語り合うことの

できる場（意見交換の場）を年に数回持つことで、彼らが思うリーダー像が見えてきます。そして

彼らに、自主的にRYLAを計画・運営してもらい、委員会がサポート側に就くことで、彼らはリ

ーダーとして自分に何が足りなくて、何を学ぶ必要があるのかを悟ります。 

そして、仲間との絆、率先して動くことの楽しみを五感で感じ取ってもらう。本年度もそのよう

な、将来を担う、若き地域リーダーを育成するＲＹＬＡ事業を開催したいと考えます。 

最後になりますが、本年度のＲＹＬＡ事業は、２０２５年 5 月１７日（土）１８日(日)に開催

予定でございます。大村クラブの皆様にも、お願いがございます。ぜひ身近にいる若者をこのセミ

ナーに参加させて頂けないでしょうか。お知り合いの子どもさんやご自身の会社で、即戦力とな

って欲しいのに、ちょっと弱気だな。と思う社員の方などがいらっしゃいましたら、是非ＲＹＬ

Ａに参加させてみてください。きっと成長した姿でお返しすることができると思います。 

 

【RLI 推進委員会】 

委員長 帯屋 徹 君 

本年度 RLI 推進委員会地区委員長を務めさせていただきます、よろしく

お願いします、現在 RLI 推進委員会は委員とファシリテーターの 2０名の

メンバーで構成され各クラブへのロータリーリーダーシップ研修会（RLI）

の浸透と理解を深めるよう活動をいたしております。 

特に本年も重点事業として RLI の ZOOM 方式による研修会を、PartⅠ・

PartⅡ・PartⅢ の 3 日間、月一回のペースで計画いたしております、ご

案内しますので、是非参加をお願いします。（卒後研修としてファシリテ

ーターの育成の勉強会）も開催を計画しております。 



国際ロータリー（RI）は、ロータリー行動計画の一環として「トレーニング」から「ラーニンン

グ」に変更しました、ロータリー会員は自ら積極的に学ぶことが期待される環境へと変化しつつ

あります。 

従来のトレーニング（研修）から参加者自身のラーニング(学び)への一歩がＲＬＩへの参加がよ

い機会だと考えております。 

ロータリーに入って間もない方や「ロータリーて何？」と思われている方、これからクラブのリ

ーダーとして活躍しなければならない人、もう一度 RLI でロータリーを見つめなおす機会を得る

ことが必要ではないのでしょうか。 

ロータリアンは「自ら積極的に学ぶ人」に成らなければなりません、我がクラブからも RLI 研修

会への積極的な参加を心よりお待ち申し上げます。 

最後に成りますが 1 年間 RLI 推進委員会に対しご理解、協力いただきます様お願いたし挨拶にか

えます。 

 

【国際ロータリー第 2740 地区大会 実行委員会】 

実行委員長 帯屋 徹 君 

 

２０２４－２０２５年度地区大会 

2024 年 11 月 8 日～10 日 

1 日目 地区研修セミナー並びに RI 会長代理歓迎晩餐会 

日時：2024 年 11 月 8 日(金) 

場所：ホテルグランドパレス 

 15：00 ロータリー研修セミナー「ブレス しあわせの呼吸」上演 

   「ロード・オブ・ザ・リング」「猿の惑星」シリーズで知られるイギリスの名優アンディ・

サーキスの長編初監督作で、1950 年代、ポリオによる全身マヒという重篤な状態で余命宣告を受

けた男性が、家族とともに笑顔に満ちた幸せな人生を送った実話を描いたヒューマンドラマ。 

 １８：００ RI 会長代理歓迎晩餐会 

2 日目 本会議並びに講演会・青少年の集い 

日時：2024 年 11 月 9 日(土) 

場所：シーハット大村 

  9：00 青少年の集い「ブレス しあわせな呼吸」 

  12：15 本会議第 1 部 

  14：00 講演会(田中れいか・佐野有美) 

  15：30 本会議第 2 部 

  16：30 点鐘 

懇親会 

 場所：ホテルグランドパレス 

１８：００ 

 3 日目 ゴルフ大会 2024 年 11 月 10 日(日) 

大村湾カントリークラブ 

以上のような日程で開催されるわけですが、場所が転々とします、ので準備にあったては、準備



における移動や参加者の移動など大変な問題も起こるかもしれません、 

会員一丸と成ってご協力を頂けなければ成功裏に終わることはできなと思います、地区大会の情

報も皆様にも詳しくは届いていないかと思いますが、本日から始まりました公式訪問で各クラブ

にも参加要請をされていくとの事でしたので、近い内に RI 会長代理や講師の方々の決定された

経過など詳しい話があると思いますので、とりあえず私が知る範囲でお話をさせていただきまし

た、地区研修会もあっという間に近づいてまいります、いろんな場面、立場での協力がなければ

この大会を成功に終わる事はできないと思います心よりご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

四つのテスト■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

１． 真実かどうか 

２． みんなに公平か 

３． 好意と友情を深めるか 

４． みんなのためになるかどうか 言行はこれに照らしてから 

 

 

 

 

 

【大村北 麻生康友 君】 

本日はお世話になります。一年間、よろしくお願い申し上げます。（３） 

【大村北 会長 長津弘君・幹事 千葉俊介君】 

本日はお世話になりました。今年一年よろしくお願い致します。（５） 

【大村東 会長 井手眞一郎君・幹事 角谷一紀君】 

大村東ロータリークラブ会長拝命しました井手です。そして幹事の角谷です。 

１年間よろしくお願いします。（５） 

【大塚会長・宮本幹事】 

本日は麻生ガバナー補佐、大村北ロータリークラブ長津会長、千葉幹事、大村東ロータリークラ

ブ井手会長、角谷幹事、今日はようこそおいで下さいました。１年間よろしくお願い致します。

又、東京昭島ロータリークラブ植松一良君、ようこそおいで下さいました。新年度抱負発表、各

委員長の皆様よろしくお願い致します。（３） 

【森本英敏君】 

本日、第７グループ麻生ガバナー補佐、北の長津会長、千葉幹事、東の井手会長、幹事の角谷君

ようこそお出掛け下さい。又、東京昭島ロータリークラブ植松君、これで３回目と思いますがよ

うこそ歴史の街大村にお出掛け下さいました。さらに各委員長の新年度の抱負発表頑張って欲し

いと思います。（１） 

 

      ニコニコ BOX       ７月１６日 クラブ管理運営委員会 佐藤君 



【俣野君】 

大村北クラブ長津会長、千葉幹事、大村東クラブ、井手会長、角谷幹事、第７グループ麻生ガバ

ナー補佐ご来訪ありがとうございます。本年度ガバナー輩出クラブとして近隣のクラブには特に

お世話になります。何卒よろしくお願いします。（１） 

【山口君】 

国際ロータリー2740 地区 麻生ガバナー補佐、大村北ロータリークラブ長津会長、千葉幹事、並

びに大村東ロータリークラブ井手会長、角谷幹事、ご来訪ありがとうございます。東京昭島ロー

タリークラブ植松君、大村ロータリークラブへようこそ、楽しんでいってください。（１） 

【角君】 

ガバナー補佐、麻生康友君、大村北ロータリークラブ長津会長、千葉幹事、大村東ロータリーク

ラブ井手会長、角谷幹事、本日のご来訪ありがとうございました。大塚会長、うなぎの話楽しか

ったです。（１） 

【髙瀬君・木戸川君】 

ガバナー補佐 麻生君、北ロータリークラブ長津会長、千葉幹事、東ロータリークラブ井手会長、

角谷幹事一年間よろしくお願い致します。（２） 

【佐藤君】 

麻生ガバナー補佐、北クラブ長津会長、千葉幹事、東クラブ井手会長、角谷幹事、本日のご来訪

ありがとうございました。明日はじめてガバナーの帯同で唐津に行くので、今日の例会前に洗車

機に通そうとした所、途中で洗車機が故障して閉じ込められてしまいました。不吉な予感がしま

すが、無事に唐津に到着できますでしょうか？（１） 

 

幹事報告■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

●今後の予定について 

 

【クラブ】 

・8/13 休会 

・8/24 短縮例会 

・8/27 休会 

【地区】 

・8/3 危機管理セミナー・ロータリーファミリーの集い 12:30~（東彼杵町総合会館） 

・8/24 I・A 年次大会 大会テーマ「自他共栄」会場：シーハット大村 

・8/31 米山奨学生出前卓話研修・カウンセラー研修（東彼杵会館） 

7 月第 3 例会（7 月 16 日）出席率 76.9％修正出席率（7 月２日）100％ 

大村ロータリークラブ 
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